
様式第1－1号

支出証拠 書
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按分の理由 ｜ 領収書金額(a) | 按分率(b) |政務活動善支出額(a×b)

政務活動と後援会活動

で按分

甦理番号

経費項目
ﾖ箔研究費･研修費･広聴広*暇･霊諏情等瀧瞬会議費･資料侑鑪･資料購入費･事務費信函圖.人件費

内 容 事務所駐車場代（ 古月分）

年月 日 令和2年よ､月／日~令和〈3 年ぐず月3/日
ノ

金 額 劫､辻-円

目的 政務活動事務所で使用する駐車場代

使途

政務活動・

県政との

関連性
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様式第1一1号

支出証拠 書

毒員氏宅

i)匡

経費項目 諏罰暁費･研修費･醗醗費･霊繍靜瀧情･会議費･資洲鰔費･資料購入費･扉買･藷銅漬･人件費

内 容 自舜車ﾘｰｽ料(”分）
年月 日 令和8年と．月多日へ易令和 年 月 日 金額 ／/とﾐ士℃円

珂

目的 政務活動に必要な鰯車’のﾘｰｽ

使途

政務活動.

県政との

関連性
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様式第1－1号

支出証拠 書

薑匡

1

謹理番号

経費項目 調査研ｦ蹟･研修費･広蹴醐費･雰諏|誇潅晴･会議費･資洲賊費･資粥艫入費･犀笥･弱溺漬･人件費

内 容 コピー機リース料（§､月分）

年月日 令和3年今月7日べ令和 年 月 日
′

金 額 4,968円

目的 政務活動に必要なコピー機のリース

使途

関連性
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と後援会活動

御|又書金額(a)
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按分聖 E(b)
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政務活動費支出額(a×b)
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様式第1－1－号

支出証拠 書
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謝賦P生蒋

経費項目 ⑳研修費."癖費.蕊調縛瀧債.篝讃･熱f露･露糖入費･事務費･弱蛎漬.人#費
内 容 徳迄‘‘If 穆率一木食参o菱
年月 日 令和々年と月9日～令和年 月 日 金額 ｱ"。o円
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様式第1－1号

[…

支出証拠 書
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北
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喪拘箔，中澤通訓

一

11,000円

経費項目 調査'暁費･研修費. …･甕諒祷活鱸･会議費． 鮮昨耐漬･資糊翻費･事務費･事翻漬.人件費

内 容
ﾎｰﾑペｰジ管理･更新料（ 今月請求分）

年月 日 令和3年去月『日へ令和 年 月 日 金額 11,000円

目.的 県政関係の情報や政務活動の情報を報告する。 ‐

使途 ホームページ管理・更諦sト

政務活動．

県政との

関連性

ホームページを通じ、 県政の情報や政務活動の状況を広く県民に幸跨する。

政務活動費支出1 R(a×b)

11,000 .円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー中澤通訓）

』
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ロ
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経費項目 調査研究費･研修費･圃恵広報費･雰調誇鹿債･会議費･資料作成費･資糊静費･犀買･藷緬費･人件費

内 容 携帯電話代(au 4月請求分）

年月 日 令和3f_k~HIo日~令和 年 月 日 金 額 クダノ円

目的 政務活動に使用する携帯議舌代

.使途

関連性
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政務活動と私用で按分
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ご利用明細書

簿鰭鰈:煮譲り鱒緒謡肯驚協鏡窒目讓慕員課隠I騨卸｣をご案内申しあげ震す｡ ，お引落口座へのご入金は､お支払日の前日(金融機関営業日）までにお願いいたします。
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様式第1－1号

塞霊号 ｜ ‐タヘー

支出証拠書
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様式第1－2号

１
１
１

一一＝ 一■一一

支出証拠 書 (各種団体会費）

冶孟動じ0

〆‐ 乙ノク〃

了月 ′7日 上記正に領収いメ
〒424-肘24静潟市清水区清開2－

清水総合運踊溺体蠅
TELo54-337-0302FAxo54-33710

NPO法人清水ｻｯｶｰ＃
理事長西村じ

ニ団′住"i龍_詔

経費項目 願罰調研修費

内 容 NPC卦患うI＆一昨ﾂﾀｰ栂令迩菱ミ
年月 日 令和蕊鶚鍔輪。 月 ・日 金額 l2POc円

会の趣旨.

目 的
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印紙

按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

按分率(b)

／

100％ /2,りり〃 円



2021年4月吉日

各位

清水サッカー協会

長牧田博之

NPO法人

会

正会員ご入会のお願い

日頃より､当協会の事業並びに活動に対し､ご理解ご協力を賜り､厚く御礼申し_上げますも

当協会は､昭和23年に清水サッカー連盟として発足以来多くの先達の努力と熱意により母ツカーのまち

清水｣を築き上げて来まLた｡その成果として､多数のJリーガーを輩出するとともに名チームの中心とじて活

癖一読巽手帯指導者を率してきたことが挙げらｵ1ますも

また､各地区のｽボｰﾂ少年団とその育成会､シニアチ三ﾑやﾏﾏさんﾁｰﾑなどの地域･生涯ｽｵｰﾂの

場の倉瞳I魂努めて詞ｨ､りまLた。

Lかし一方で､少年団所属の子供たちや小･中年代の女子選手数及び各種別のチーム趣減少､ほ力指

導者不足等々､多くの課題力轌き彫りになってきまLた。

こｵ1らの課題解決のため､そして､日本ｻｯｶｰ協会及びJリーグがめざす｢百年ｲ認｣実現のため､清水

サッカー協会は平成13年10月30日､県から特定非営利活動(NPO)法人の認証を取得し､清水の地域に

合ったスポーツｸﾗプの倉嬢をめざしておりますも地域における少年少女の健全育成､一貫指導の場､生涯

スポーツの場､地域ｺﾐｭﾆﾃﾝｲ一の場とじて他の競技団体地域体育団体とも協力しながら､新たなｽポー

ﾂ環境の受け皿づくりに取り組んでおります6

このことは､全国的にも特筆される取り組みであり､皆様のご溌早とご華で繋いできた清水ならではの胆

綱ですも

つきましては､本主旨に対Lﾉて是非ともご理解とご協力をいただき､当協会を支えていただく｢正会員r､の

ご入会を心からお願い申し上げます6

不§戴食がら､下記書面を同封させていただきまLた･内葎ごｰ読の上､会員のお申込みをいただけます

よう重ねてお願い申し上げます6

記

【同封書類】

1． 入会申込書

2． 振込依頼書

【申し込み先・お問い合わせ】

T424-0924静岡市清水区清開2-1-1

NPO法人清水サッカー協会

清水総合運動場体育館2階

TEL : 05"337-0302

FAX: 054-337-0722

※5H20日付･までに是非ともお願い申し上げますも



NPO法人清水サッカー協会

会員の分類と年会費

※（ ）内は、日本サッカー協会・県サッカー協会の登録チーム･登録撰手に対し、登録活動奨励金を減

額した金額です。

正
会
員

下記分類のいずれかに該当するチーム、個人、団体。

[特典］①総会に出席し、議案の決議に参加する議決権を有する。

チーム

会員

個人

会員

体
員

団
会

日本サッカー協会サッカー競技規則に基づいて活動するチーム。

【説明】日本ｻｯｶｰ協会、静岡県ｻｯｶｰ協会、清水ｻｯｶｰ協会に登録し、活動する

チーム。 （従来のﾁｰﾑ登録に相当）それぞれの協会が主催する大会に参加で

きる。議決権は一チームにつき一票。

チームに所属するしないに関わらず、この法人の目的に賛同して入会する個

人。

【説明】チームに登録していなくても、個人として入会できる。議決権は一

人一票。

この法人の目的に賛同して入会する団体。

【説明】チーム以外の団体として入会できる。議決権は一団体一票。

年会費

lチーム

22,000円

(10,000円）

1人

12,000円

(11,000円）

1団体

22,000円

一
般
会
員

下記分類のいずれかに該当する個人、団体。

[特典］①総会に出席し、意見を述べることができる。

個人

会員

正会員であるチームに所属する選手、スタッフ（代表者、監督、コーチ、審

判等)、公認ライセンス取得審判及び同指導者であって、この法人の目的に賛

同して入会する個人。

【説明】上記、選手、ﾁｰﾑｽﾀｯﾌ、審判、指導者は、一般会員として入会下さい。

(従来の個人登録の考え方に相当。正会員を優先｡）ｼﾆｱ会員（大学生以上）

とｼﾞｭﾆｱ会員（高校生以下）に分類される。

ｼﾆｱ会員：

1人3,200円

[大学生以上］

(2,200円）

ｼﾞｭﾆｱ会員：

1人1,600円

[高校生以下］

(600円）

賛
助
会
員

主に各種支援や賛助を行なう個人、団体。

個人二

1口5,000円

団体：

1口50,000円



1
ｳ

１

．

ひ

．

，

ｆ

Ｐ

ｌ

ｒ

ｒ

Ｆ

Ｉ

ｒ

聖

Ｉ

ｉ

ｌ

１

Ｉ

ｔ

．

Ｉ

則

。

１

１

吟

ｒ

ｆ

０

ｆ

、

や

ｒ

晶

叩

！

‐

１

弾

ｆ

、

弘

寸

毎

。

》

〃

。

。

二

。

。

、

』

・

恥

貼

４

Ｊ

ｌ

画

く

‐

浜

４

４

．

ザ

償

険

隼

餌

Ｐ

鼻

ﾜU這り
一

ｆ
９
‐
千
ｆ
Ｊ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
↓
↓
１
ｔ
１
１
１
Ｊ
や
甲
１
１
…
ｆ
１
◇
Ｉ
－
１
Ｉ
１
１
ｆ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
価
ｌ
１
ｆ
ｌ
４
ｒ
１
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｆ
卜
ｂ
ｆ
Ｌ
Ｊ
ｑ
ｒ
Ｐ
ｆ
、
Ｉ
Ｉ
Ｐ
ト
ｂ
ｌ
鵠
も
ｆ
０
損
↓
＃
。
γ
卒
１
白
ｚ
Ｉ
ｂ
Ｆ
Ｊ
沙
・
回
■
戟
回
貝
目
，
ｒ
ｒ
ｆ
ｆ
耶
曜
顎
等
即
今
心
争
罰
守
司
１
Ｊ
且
Ⅱ
Ｕ
Ｅ
１
罰
’

特定非営利活動法人清水サッカー協会定款

第1章総則

（名称）

第1条この法人は、特定非営利活動法人清水サッカー協会といい、通称は、NPO法人清水サッカー協会

と称する。又、外国に対しては、弧ⅢIZUFootballAssociation (略称:SHIFA)という。

（事務所）

第2条この法人は、主たる事務所を静岡県清水市清開2丁目1番1号に置く。
L

；
霊.f f

第2章目的及び事業

（目的）

第3条この法人は、清水市におけるサッカー競技等の普及及び振興を図り、もって「サッカーのまち

清水」としてのまちづくり、人づくり、健康づくり、及び国際交流に寄与することを目的とする。

（特定非営利活動の種類）

第4条この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」という｡）第2条別

表のうち、次に掲げる活動を行う。

(1)社会教育の推進を図る活動（別表第2号）

（2）まちづくりの推進を図る活動（別表第3号）

（3）文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動（別表第4号）

（4）国際協力の活動（別表第9号）

（5）子どもの健全育成を図る活動（別表第11号）

(6).前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動（別表第12号) ．

（事業）

第5条この法人は、第4条の目的を達成するため、次の事業を行う。 ．

（1）特定非営利活動に係る事業

①サッカー競技の普及に関する事業

②サッカー選手及びチームの強化育成に関する事業

③指導技術の研究及び指導者の育成、登録、派遣に関する事業

④サッカー競技規則並びにレフリー技術の研究及び、レフリーの育成、登録、派遣に関する事業

⑤国際大会を含む各種サッカー競技会の開催、主管、運営に関する事業

⑥顕彰助成事業

⑦全国並びに市民、会員に対する広報事業

⑧地域におけるスポーツの普及及び、振興に関する事業

⑨スポーツ施設の管理、迩営に関する蛎業

⑩その他この法人の目的を達成する為に必要な襲業

（2）収益事業

①物品の販売等に関する躯業

2 前項第2号に掲げる馴業は、同項第1号に掲げる事業に支障がない限り行うものとし、その収益は岡項
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第1号に掲げる事業に充てるものとする。

第3章会員

（種別）

第6条この法人の会員は、次の3種とする。

（1）正会員

下記のいずれかに該当するチーム、個人、団体とし､この法人の意思決定に関わる総会での

識決権を有する。

①チーム会員：財団法人日本サッカー協会の制定したサッカー競技規則に基づいて活動するチーム。

②個人会員：チームに所属するしないに関わらず、この法人の目的に賛同して入会する個人。

③団体会員：この法人の目的に賛同して入会する団体。

（2）一般会員一

下記のいずれかに該当する個人、又は団体としくこの法人の意思決定に関わる総会に出崩し、意見を述

べることができる。

①個人会員：正会員であるチームに所属する選手、スタッフ（代表者、監督、コーチ、審判等）趣

公認ﾗｲｾﾝｽ取得審判、同指導者、及び、その他この法人の目的に賛同して入会する個人。

シニア会員とジュニア会員に分類される。

②団体会員：この法人の目的に賛同して入会する団体。

（3）賛助会員

この法人の目的に賛同し、専ら各種支援や賛助を行なう個人又は団体。

（会員の権利）

第7条会員は、次の事項に関する権利を持つ｡．

（1）本法人の構成会員として、その施策や事業内容を知り、それに関与することができる。

（2）個人会員は、チームを構成し、選手、スタッフ（役員、 ﾁｰﾑ代表者、監督、コーチ、審判等）として、

本法人が主催する競技会に出場することができる。

（3）個人会員は、財団法人日本サッカー協会の公認審判員並びに公認指導者として登録することができる。

（4）正会員であるチーム会員は、財団法人日本サッカー協会、財団法人静岡県サッカー協会に対し、加盟

チームとしてチーム登録を行うことができる。

（会員の義務）

第8条会員は、狭の事項を遵守しなければならない。

(1)会員としての行動規範

① ［責任ある行動］ 社会規範を担う一員として、また本法人の一員として、他の手本となる
よう、責任ある態度と行動をとる。

④ ［フェアプレー］ あらゆる而で、全力でかつ真剣に取り組むと同時に、競技上におけるフェ
アプレーと競技外におけるグッドマナーの精神並びに行動を心がける。

⑤ ［ルールの遵守］ ルールを守り、ルールの精神に従って行動する。

⑥ ［相手の尊重］ 競技においては、対戦チームのプレーヤーや、レフェリーなどにも、友情
と尊敬をもって接する。

⑦ ［協細］ 会員相互の日々の研鐡と協力により、本法人の悠久の発展を期す。

（2） この法人の組織を使って、あるいはこの法人の活動の中で、または会員として、次の行為を行なって
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§

はならない。

①専ら政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対すること、及び、特定の公職の候補者若しく

は公職にある者又は政党を推薦し、支持し、又はこれらに反対すること

②宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成すること

（入会）

第9条会員として入会しようとするものは、別に定める入会申込書により、理事長に申し込むものとし、

理事長は、そのものが前条に掲げる義務を遂行できると認めるときは、正当な理由がない限り、入会を

認めなければならない。

2理事長は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人又は団体に

その旨を通知しなければならない。

（会費）

第10条会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

（会員の資格の喪失）
＃、

第11条会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。

（1）退会届の提出をしたとき。

（2）本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

（3） 正当な理由なく会費を2年以上滞納したとき。

（4） 除名されたとき。

（退会）

館12条会員は、別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。

（除名）

第13条会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の識決により、その会員を除名することがで

きる。

（1）法令及びこの定款等に進反したとき。

（2）この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反す患行為をしたとき。

#へ、 2前項の規定により会員を除名しようとするときは、その会員に対し、除名の議決の前に弁明の機会を与

えなければならない。

（拠出金品の不返還）

第14条既に納入した会費及びその他の拠出金品は、返還しない。
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第4章役員及び職員

(役員の種別及び定数）

第15条この法人に、次の役員を置く。

（1）会長 1名

(2)副会長 1名以上

（3）理事長 1名

(4) m'l理事長 1名以上

（5）常任理事 3名以上

（6）理事 10名以上（会長及び副会長、理事長､．副理郡長、常任理事患含む.）
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(7)監事 1名以上

（役員の選任等）

第16条理事及び監事は、理事会において選任する。

2理事は正会員の中から選任される。

3会長、副会長、理事長、副理事長及び常任理事は、理事の互選により定める。

4監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。

5法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることができない。

6役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは3親等以内の親族が1人を超えて含ま

れ、又は当該役員並びにその配偶者及び3親等以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて含まれること

になってはならない。

（役員の職務）

fへI "17条会長は、この法人の業務を総理し、この法人を代表する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長があらかじめ理事会の議決を経て定めた順序により、会長が事故あ

るときはその職務を代理し、会長が欠けた時はその恥務を行う。

3理事長は、理事会の決識に基づいて、日常業務の企画執行等の業務を統括する。

4副理事長は、理事長を補佐し、会長があらかじめ理事会の繊決を経て定めた順序により、理事長

が事故あるときはその職務を代理し、理事長が欠けた時はその職務を行う。

5常任理事は、常任理事会を椎成し、重要甑項、重要事業の審議、企画、立案を行い、理事会へ諮る。

6理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の識決に基づき、この法人の業務の執行を決定す

る。

7監事は、次に掲げる職務を行う。

（1）理事の業務執行の状況を監査すること。

（2） この法人の財産の状況を監査すること。

（3）前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは定款に

戸、 違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は静岡県知事に報告すること。 ．
（4） 前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

（5）理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理醐に意見を述べ、若しくは理事会並び

に常任理事会の招集を請求すること。

（役員の任期等）

第18条役員の任期は、 2年とする。ただし、補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現

任者の残任期間とする。

2役員は、再任されることができろ。

3役員は、辞任し、又は任期が満了した場合においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけ

ればならない。

（役員の欠員補充）

第19条理班又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅流なくこれを補充しなけ

ればならない。

（役員の解任） ′
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第20条役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、その役員を解任することがで

きる。

（1）心身の故障のため、職務の遂行に堪えられないと認められるとき。

（2）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

2前項の規定により役員を解任しようとするときは、その役員に対し、解任の議決の前に弁明の機会を与

えなければならない。

（役員の報酬等）

第21条役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2役員には、その職務を執行するために要した費尉を弁償することができる。

3前2項に関し必要な事項は、理事会の識決を経て、会長が別に定める。

（名誉会長、顧問及び参与）

第22条この法人に、名誉会長、顧問並びに参与を置くことができる。

＃ﾍ均、 2名誉会長、顧問並びに参与は理事会の推卿に基づき、会長が委嘱する。
（職員）

第23条この法人に、事務局長その他の職員を置く。

2職員は、会長が任免する。
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第5章総会

（総会の種別）

第24条この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とする。

（総会の楴成）

第25条総会は、正会員をもって構成する。

2一般会員は、別途定められた規則により、総会に出蹴し、意見を述べることができる。

（総会の権能）

第26条総会は、この法人の迩営に関する次の事項を議決する。

‘一ミ （1）定款の変更

（2）解散

（3）合併

（4）事業計画及び収支予算の決定並びにその変更

（5） 事業報告及び収支決算

（6）入会金及び会費の額

（7）借入金（その事業年度内の収入をもって償還する短期借入金を除く。 ）その他新たオ

権利の放棄

（8）事務局の組織及び運営

（9） その他この法人の運営に関する重要耶項

（総会の開催）

第27条通常総会は、毎年1回開催する。

2 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（1） 理蛎会が必要と認め招集の諭求をしたとき。

その他新たな
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（2） 正会員総数の5分の1以上から会識の目的である事項を記載した書面により招集の荊求があったとき。

（3）第17条第7項第4号の規定により、監事から招集があったとき。

（総会の招集）

第28条総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、会長が招集する。

2会長は、前条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日から30日以内に臨時

総会を招集しなければならない。

3総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び密議事項を示した譜面により、少なくとも5日前

までに通知しなければならない。

（総会の識長）

第29条総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。

（総会の定足数）

"30条総会は、正会員総数の2分の1以上の出席（書面表決及び委任表決を含む）がなければ開会するこ

〆、 とができない。
（総会の議決）

第31条総会における議決事項は、第28条第3項の規定によりあらかじめ通知した事項とする。

2総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数のと

きは、議長の決するところによる。

． （総会の表決権等）

第32条各正会員の表決権は、平等なるものとする。

2 やむを得ない理由のため総会に出雁できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもっ

て表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができる。

3前項の規定により菱決した丘会員は、前2条及び次条第1項の適用については、総会に出席したものと

みなす。

4総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることができない。

（総会の議事録）

#尋、鋪33条総会の議事については、次の躯項を記戦した議事録を作成しなければならない。
(1) 日時及び場所

（2） 正会員総数及び出席者数

（3）審議事項

（4）議事の経過の概要及び議決の結果

（5）議事録署名人の選任に関する事項

2議蕊録には、議長のほか、会議に出席した正会員のうちから、当該会議において選任された議事録著名

人2人以上が署名押印しなければならない。
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第6章理事会

（理事会の諏別）

節34条理率会は、定例理事会及び臨時理那会の2種とする。

（理事会の櫛成）

第35条理戦会は、理事をもって構成する。
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（理事会の権能）

第36条理事会は、この定款で定めるもののほか、次の車項を議決する。

（1）第26条に掲げる総会に付餓すべき卵項

（2）役員の選任又は解任、職務及び報酬

（3）総会の議決した事項の執行に関する事項

（4） その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

（理事会の開催）

第37条理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（1）定例理事会は、年に10回程度開催する。

2臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開伽する。

（1）会長が必要と認めたとき。

（2）理事総数の5分の1以上から会議の目的である事項を記載した書面により招集の請求があったとき。

（3）第17条第7項第5号の規定により、監事から招集の請求があったとき。

（理馴会の招集）

第38条理事会は、会長が招集する。

2会長は、前条第2号第2項及び第3項の規定による請求があったときは、その日から14日以内に理事

会を招集しなければならない。

3理事会を招集するときは､会議の日時､場所、目的及び密識事項を示した書面により、少なくとも7日

前までに通知しなければならない。

（理事会の議長）

第39条理事会の議長は、理卵長がこれにあたる。

（理事会の定足数）

第40条理事会は、理事総数の2分の1以上の出席（書面表決及び委任表決を含む）がなければ開会するこ

とができない。

（理馴会の議決）

第41条理事会における議決卵項は、第38条第3項の規定によりあらかじめ通知した事項とする。
2理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、識長の決するところによる。

（理駆会の表決権等）

第42条各理事の表決権は、平等なるものとする。

2やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面をもっ

て表決することができる。

3前項の規定により表決した理事は、前2条及び次条第1項の適用については、理事会に出席したものと

みなす。

4理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の識決に加わることができない。

（理事会の識事録）

第43条理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2）理事総数、出席者数及び出席者氏名
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(3)審議事項

(4)織事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録著名人の選任に関する事項

2識事録には、議長のほか、会識に出席した理事のうちから、当該会殿において選任された議事録署名人

2人以上が署名押印しなければならない。

第7章常任理事会

（常任理事会の種別）

第44条常任理駆会は、定例常任理事会及び臨時常任理事会の2種とする。

（常任理事会の構成）

． ・ 第45条常任理那会は、会長、副会長、理事長、副理事長、常任理事をもって櫛成する。

2 監事は、常任理事会に出席し意見を述べることができる。

（常任理事会の権能）
f、

第46条常任理事会は爵この定款で定めるもののほか蕊次の事項を協議する。

（1）第36条に掲げる理事会に付議すべき重要事項、重要廉業の審識、企画、立案

（2）その他理事会の議決を要しない会務の執行に関する班項

（常任理事会の開催）

第47条常任理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（1）定例常任理事会は、年に6回程度開催する。

2臨時常任理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 ．

（1）会長が必要と認めたとき。

(2)第17条第7項第5号の規定により、監事から招集の謂求があったとき。

（常任理事会の招集）

第48条常任理酬会は、会長が招集する｡

2会長は、前条第2項第2号の規定による請求があったときは、その日から14日以内に常任理事会を招

#掌へ 集しなければならない。

3 常任理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を示した書面により、少なくとも

7日前までに通知しなければならない。

（常任理事会の議長）

第49条常任理覗会の識長は、理事長がこれにあたる。

（常任理事会の定足数）

第50条常任理事会は、会長、副会艮、理事長、副理事長、常任理駆総数の2分の1以上の出席（委任状の

提出を含む）がばければ開会することができない。

（常任理事会の承認）

第51条常任理事会における承認事項は、第48条第3項の規定によりあらかじめ通知した事項とする。

2備任理瓢会の承認は、会長、副会長、理事長､ .副理卵長、常任理事総数の過半数をもって決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。

（常任理騏会の表決権蝉）

第52条各理馴の表決樅は、平等なるものとする。
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2やむを得ない理由のため常任理事会に出席できない会長、副会長、理事長、副理事長、常任理事は、あ

らかじめ通知された事項について書面をもって表決することができる。

3前項の規定により表決した会長、副会長、理享長、副理事長、常任理事は、前2条及び次条第1項の適

用については、常任理事会に出席したものとみなす。

4常任理事会の承認について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の表決に加わることができない。

（常任理事会の議事録）

第53条常任理事会の識事については、次の事項を記戦した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2） 出席者総数、及び出席者氏名

（3）審議事項

（4）識事の経過の概要及び表決の結果

． (5)識事録署名人の選任に関する事項

？争一、 2議事録には、議長のほか、会議に出席した常任理事のうちから、当該会議において選任された議事録署
名人2人以_上が署名押印しなければならない。

第8章資産及び会計

（資産の構成）

第54条この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する｡

（1）設立当初の財産目録に記戦された財産

（2）会費

（3）寄附金品

（4）資産から生ずる収入

（5）砺業に伴う収入

（6）その他の収入

（資産の区分）

寮、第55条この法人の資産は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する資産及び収益事業に関する資

産の2種とする。

（資産の管理）

第56条この法人の資産は、会長が管理し、その方法は、総会の識決を経て、会長が別に定める。

（会計の原則）

・第57条この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って、行うものとする。

（会計の区分）

第58条この法人の会計は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する会計及び収益事業に関する会

計の2種とする。

（事業計画及び収支予算）

第59条この法人の顎業計画及び収支予算は、会長が作成し、総会において識決を経なければならない。

（暫定予算）

第60条前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しない時は、会長は、理事会の議決

を経て、その事業年度の開始する日から予算鱗立の日まで、前事業年度の予算に準じて収入・支出するこ

9
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とができる。

2前項の収入・支出は、新たに成立した予算の収入・支出とみなす。

（予備斑の設定及び使用）

第61条予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。

2予備費を使用するときは、理事会の溌決を経なければならない。

（予算の追加及び更正）

第62条予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の追加又は更正をす

ることができる。

（車業報告及び決算）

第63条この法人の事業報告書、収支計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書類は、毎事業年

度終了後、速やかに、会長が作成し、監事の監査を経て、総会において、議決を経なければならない。

2会計の決算上、剰余金が生じたときは、次事業年度に繰り越すものとし、柵成員に分配してはならない。

（耶業年度）

第64条この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

〆、

第9章定款の変更、解散及び合併

（定款の変更）

第65条この定款を変更しようとするときは、総会において、出席した正会員の4分の3以上の多数の議決

を経、かつ、法第25条第3項に規定する軽微な事項を除いて、静岡県知事の認証を得なければならない。

（解散）

第66条この法人は、次に掲げる事由により解散する。

（1）総会の決議

（2） 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

（3）正会員の欠亡

（4）合併

（5）破産

（6）静岡県知事による設立の認証の取消し

2前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の3以上の承諾を得なければな

らない。

3第1項第2号の事由により解散するときは、静岡県知事の認定を得なければならない。

4 この法人が解散したときは、理事が清算人となる。

（残余財産の帰属）

第67条この法人が解散（合併又は破産による解散を除く。 ）したときに残存する財産は、法第ll条第3項

に掲げる者のうち、財団法人静岡県サッカー協会に譲渡するものとする。

（合併）

第68条この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以上の織決を経、かつ、

櫛岡県知事の認証を得なければならない。

〆へ

第10章公告の方法

10
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（公告の方法）

第69条この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、静岡新聞に掲戦して行う。

第11章雑則

（細則）

第70条この定款の施行に関し必要な細則は、理事会の識決を経て、会長が別に定める。

附則

l この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初（初年度）の会費は、第lO条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

（ア）正会員 ： ①チーム会員 3， 000 円

②個人会員 12, 000 PJ

③団体会員 22， 000 円

（イ）一般会員 ： ①個人会員 ・シニア会員 700 円

・ジュニア会員 300 円

②団体会員 10， 000 円

（ウ）賛助会員 ； 個人一口 5， 000 円 団体一口 50， 000 円

3 この法人の設立当初の役員は、第16条第1項及び第2項の規定にかかわらず、別紙役員名簿のとおりと

し、その任期は、第18条第1項の規定にかかわらず、この法人の成立の日から平成14年3月31日まで

とする。

4 この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、第59条の規定にかかわらず、設立総会の定めるところ

による。

5 この法人の設立当初の事業年度は、第64条の規定にかかわらず、この法人の成立の日から平成14年3

月31日までとする。

（別紙）

設立当初の役員名簿

'ベ

へ
氏名役職名氏名役職名氏名役職名

11
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様式第1－]●号

支出証拠 書

（今派楽．奉昌呼在 と7.,ｱ､〃,＝I白巨巽一一 ， ‐_

’ ’
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守

経費項目 調罰碗費･研修費･広聴騨費･要請附謂鋤費 含藷･資料陶讃･資灘驚入費:霊胃.事翻i費雌費
内 容

IJ二冬一ポｰド索具仁､惨至宝穴

年月 日 令和3年茸月侭日~令和年 月 日 金額 SOoc円
島

目的 不笑令電f多重塾

使途 -1参蚤壁争迅

:政務活動

県政との

関連性
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様式第1－1号

支出証拠 書

経費項目 調査研究費･研修費･蛎広報費･涛調詩勵費･会議費･資料I賊費･鮮騰入費･廉司･蒻銅債･人件費

内 容 事務用品代（つﾋﾀｰEb－ﾄリンジツ ）
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政務活動費支出額(a×b)
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事務所御中礁舞

1

424-0821

静岡県静岡市清水区相生町7-2

ｾﾝﾄﾗﾉﾚﾋﾞﾙ3F

中沢通訓
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2番1号

－2－31

－10－14

67番地1

12－30

三頂

IHT

田北九州支店〒802-0064福岡県北九州市小倉北区片野4丁目3番7号

三井住友銀行しらゆ齢－日蕊際蝿:譲維鱒偏誌;¥鐸篝
お振込先

口座名義:株式会社ﾙﾈｯｸｽﾛﾃ外 目艫饒綱煽灘嶋聴幕麗駕轤_§：
(普通)1593404 口福岡支店T819-0373福岡県福岡市西区周船寺2‐9－12

蕊祷謹鯉等 ﾌﾘｰｺｰﾙ:0120-999-421

お客様コードNo

毎度ありがとうございます。

下記の通り御請求申し上げます。

今に街請求蕊

18,150

前回御請求額 御入金額 繰越金額 今回御買上金額 内消費税額

0 0 0 18,150

伝票日付 伝票NQ 品 蕃 ・ 品 鋸 数‘量 単位 単 価 金 額 備 考

04.26 4901
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毎度ありがとうございます。

【課税10.0%税込額】

【内消費税額】
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様式第1－1号

整理番号 lS-､一l l

支出証拠書

会派名・議員氏名ふじの<に県民クラブー中澤 通訓）（

経費項目 調査職費･研修費･広聴広報費･雰諏情報動費･会議費･資洲鰔費･厩厩罰･霊費･藷銅漬･人糾賓

内 容 新聞購読〈庵原詩か ）

年月 日 令和3年壁月2f日~令和 年 月 日 金額 堂PC－円
､

目的 県政､社会情勢に関する情報収集 ．

使途 癖I
■ ､

z年1.月へ3零月）月購読料〔

ユq力1口割

県政との

関連性 ．

県政等の情報を収集し、議会質問べ政策の参考にする。
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全て政務活動にかかる．

ものである。

領収書金額(a)

jW"" 円

按分率(b)
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＝切刃1H認呉へ当醒、ログ、Uノ

よ?” 円



』

2021年5月18日｜

’

中沢通訓様
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四
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そ~書司
こふ~す＝一

愚諏|毘社_庵一
〒42

霊菌職’
清水
TEL

I

請求金額 ¥5,900 (税込み）

’
1

1

’

I

’

l

l

l

請う

日付 商品名 数量 単価 金額

庵原新聞購読料 5,900

令和2年10月～令和3年3月

合計 5,900



様式第1－1号

整理番号 | _A#-Iz

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー中澤通訓）

戸
道
烏

経費項目 調罰暁費･研修費･画鉱報費蕊識|誇鬮費･会議費･緋H鰔費･資糊凱費･層霧司･事淘T費･人付費

内 容 事務所電話代(NTT堂月請求分）

年月 日 令和弓年當･月2-¥日~令和 年月 日 金 額 2之之ア円
口

目的 政務活動に使用する事務所電話代

使途

政務活動.

県政との

関連性

、、貝LⅨで言只白1,｣1琶F〃 ．

禅
郡
押
↑
（
睡
聖
、
了
索
国
司
目

悪｡､~‐

》
画

弐
三

按分の理由

政務活動と後援会活動

で按分

領収書金額(a)
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按分率(b)
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％

政務活動費支出額(a×b)
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様式第1一二1号

支出証拠 書

呂・議員氏宅

〒＝＝国Jフ

経費項目 諏罰暁費･研修費･広聴癖費･野諏糯瀧晴･会議費･資料ｲ賊費･厩扇･事務費･詞翻漬･人(犢

内 容 新聞購読（静間綱‘朝日新聞,農溝燗）
年′ 月 日 令和3年ケ月2昂へ令和 年 月 日 金 額 ？？“円

恥

目・的 県政、社会情勢に関する情報収集

使途 3年_と-月購読料

政務活動.

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、議会質問や政策の参考にする。

、､ﾛ貝HX青貝白1丁FF〃

別紙のとおり

按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

ﾇ” 円

按分率(b)

／
､

100％

政務活謹、一－ーー､､ｰT p－J
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:有限会社石原新聞
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様式第1－1号

｜ 整理番号 I g-一ノ

支出証拠 書

君 一品I､シ‘
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按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

2,035円
2,035円

経費項目 調査研究費･研艤･広聴騨費･霊猟誇鹿謄･会議費･資料ｲ鰔費･資暇鵬入費･認･藷舘漬･人件費
､

内 容 インターネット接続料（ ーす月請求分）

年月 日 令和､3年g月2悪日~令和 年 月 日 金 額 2,035円

目的 政務活動上の情報収集に使用する。

使途

政務活動.

県政との

関連性
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Webしずおかお支払明細書・
いつもご利用いただき誠にありがとうございます。今回の「お支払明細香」をお送り
いたします｡お手もとの､お客様控等とご照合ください｡なお､合計額を下記の通り
自動振替きせていただきますのでよろしくお願い申しあげます｡

欝
3支払い口座へのご鎧 ヨの耐営業日までにお刷

お支払い口座

司監ヴ

日専連静岡
〒420-0031静岡市葵区呉服町2-7-26
TELO54E252-7188FAXO54-252-7210

【お問合せ時間】 10:00～17:00

I

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｌ

■■■■■■■■■■■■

)21年 5月 28日

21 03 円
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支出証拠 書
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■振替内容
口座振替払済のお知らせ(電気料金等領収証）

毎度お引立ていただきありがとうございます。

|令和3隼頭引の電気料金等を､口座振替により領収いたしました。

令和3年6月 1日発行

■領収金額の内訳

｜
’

I

’

按分の理由 ｜ 領収書金額(a) 按分率(b) |政務活動費支出額(a×b)

政務活動と後援会活動| I両牛込で按分

1／2

,“弓円円

経費項目 調査形蹟･研修費･広聴広報費･霊調靜翻費･会議費･資料ｲ賊費･資繩鴬入費･事務費･語･人件費

内 容
I 光熱水費建圃水道代オ”）
年月 日 令和j年4月J/日~令和 年 月 日 金 額 解?一／円

目的 政務活動事務所で使用する光熱水費

使途 ' 一

関連性

空 振誓

罫ロ 3

年月日

ニ ラ月31日

合計領収金額

， 18，842円ロ

消劃#拷相当額 (再掲）

！ ！ 11712円

ゴ誰口座 ’
口圏講の表示を希望される場合は

担当窓口までご罫各ください。

’

’

お客さま番'号?旧程
卓 主

おなまえ．

置刀’ 糸,
至 、約

容量

種、 ‘別

ご使用量kWh/m3
領収金,額円

J ､
I

山弗率琶鞄TIﾉ令完ノー喝､

釜精算額等円

嬰再ｴﾈ発電促 児金円

褐

初回引落割引額円，鉾

燃料費調整額円，銭 記事

－ －

…0斤、

11卜皇到」【

ナカザワジムシヨキヨウ 30

A

！ ， ，104
! 2,860

260

I I Q

，349Q I

,-55,00Q Ⅱ

-1479！44『 ﾛ

ナカザワ ミチノリ ・
ｲ ｣ ■U

←ヨ 30

A

， , ､1531

P

D ﾛ I

I 3，978

' 1361ロ

1 1 I

，5141 1

1 1 0

,-55,001 1

-1705，331 1

ﾛ ﾛ ﾛ

％
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支出証拠書（各種団体会費）1

1

一

虫． ‘

』

経費項目 願罰勇司酬彦費

内 容
堀辞握二昂-是-昼ろ令

年月 日 令和3年夕月シ/日～平成 年 月 日 金 額 之_○G．円
堅

＝vソ岬へ園

目 的

二人ﾐ惨f-~c旦銅~陽’ 聖』二一《昼'1､eウ醍ソ0リーーニ菫二､こ､､lと皇つI-4－『l､エ､‐

会の活動←

内容等

T､ ~こえ評猛老う；ﾐの筒fに
叉_､た裁式芽こ毛ﾆｰｰ史"常薑保ち牙

3西ｲ焦墾一ﾌ乍兵の固いf壷へc, E鑑｡毒薬
政務活動。

県政との

関連性
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按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収 芋金額(a)

2，000 円

按分2 &(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

2000 円



どぅこ良I玉二三言竜を言矢口る会＝貝Ⅲ

（名称）

第1条この会は、 「次郎長翁を知る会」 （以下「本会」 という｡） と称する。

（事務所）

第2条本会の事務所は、 （公鋤するが企画観光局清水事務所内に置く。

（目的）

第3条本会は、次郎長翁の生涯に関する調査・研究によりその正しい実像を後

世に伝えるとともに、観光資源の開発と振興によって地域の活性化を図ること

を目的とする。

（事業)－－

第4条

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（会員）

第5条

る。

（会費）

第6条

（1）

本会は、 目的達成のため次の事業を行う。

次郎長翁に関する調査、研究。

次郎長翁に関する講座の開催。

次郎長翁に関する古文書の収集。

次郎長翁に関する刊行物の発行。

観光宣伝事業への協力。

その他、本会の目的を達成するための必要な事項。

本会の会員は、本会設立趣旨に賛同する個人及び法人をもって会員とす

本会の経費は、会費、賛助金、

会費 個人会員1口年額

法人会員1口年額

寄付金、その他の収入をもって充てる。

2， 000円

5, 000円

凸

（役員）

第7条

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

本会に、次の役員を置く。

名誉会長 1名

最高顧問若干名

顧問 若干名

会長 1名

副会長 若干名

会長補佐 1名

理事 若干名

参与 若干名



（9）運営委員若干名

（10）会計 1名

（11）監事 2名

（任期）

第8条本会の役員選出及び任期。

（1）会長は、総会において選出する。

（2）その他の役員は、会長が委嘱する。

（3）役員の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

（会議）

第9条本会の会議は、次のとおりとする。

一－(_1-)_総会は､一年工回会長鰹招集字る｡_－

（2）理事会は、必要に応じ会長が招集する。

（3）運営委員会は、必要に応じ会長が招集する。

（4）会議の議長は、会長をもってあてる。

（5）総会は、会員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。ただ

し、委任状をもって出席とみなす。

（6）会議の議事は、出席者の過半数をもって決する。

（事業年度）

第10条本会の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日とする。

（その他）

第11条本会は、会長の指示により運営する。

附則

1 この会則は、

2 この会則は、

3 この会則は、

4 この会則は、

平成4年5月6日から施行する。

平成7年6月12日から施行する。

平成12年6月12日から施行する。

平成30年6月10日から施行する。
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支出証拠

門 去茂じ0

経費項目 緬霜･研修費･広聴騨費 ･雰調誇活鱸･会議･資料f愉溌･鮮朧入費． 事務費･事銅費･人#蹟

内 容 県庁にて調査

年月 日 罰､S年“/日~令和夕隼士月2/日 金額 A6o○円
､

I－Ⅱ

目
項Ｐ副４
的

目に丸則

一

唖屋
一一

藻ヒア2ﾝ少地元要望活動･蔭派内調整 T合a･藤活動資料の雲

使
頚
途

目にヌ印 霞 ･宿泊費・蓉料

関連性

骸当項目に丸印）

く
く
く

地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認する。

）確認した事業の内容舗諺伏況を元に､議会･委員会等の質問に反映する。
議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

）会派内で県施策等に関する検討を行い､意見の調整･集約を行う。

別紙のとおり

按分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

l温戸隆匡ョ､I"…、“ノ

6，600円

按分率(b)

／

100％

政務活動費支f凸額(a×b)

6､“〃 円



’

月 日 内 容 行程 ．…）

E､R6E) 萱ギャ軽霊一 ‘‘や
、
I 雀-頁多言 g6｡

11 透ｷ『篭謹 ｊ
一 ‘‘わ

13 雀･蒜会_鈴員謹y鳧。 ''o

|(十 諺-滝詳舞醇冬韓当 JSC

６ 雀邑ﾉ与烹 β6o

(7 義I案秀が角 β‘○

I
ヘ

ユー 雀長タマ 、 多β〃
nr

･學一〆L〕

ﾌｰ宴芯

"

帝Yこう-(エ､ にa〕もﾇミ

託壷他令

多‘○

ざ‘‘

合 計 "oo



個別願歴照会

作成日時: 2oz1/06/03ﾕO:57

”儲畳■■■■■、 …-職バｽ"蕊迦 フ,"ナ ナ"ワ ミチ〃 耀別霊峰 恥率爾I■■l
媒体ﾀｲプ LuLuCa(PASAR+POINT) 5F属性 大人 氏名, 中週 通訓 生年月日1944/09/23 年齢 76才

r" "" "｡爵職鵠…"W EE…鯛｡…･
発行日 2014/03/03

有効期限

ネガ1同細 （申胴） （惇

｜ 暴行。 …“定期券、 定期属性

停留所（発） （着) 経由 割引 停留所（発） （君) 軽由 割引
停留所（発） 、 （着) 経由 割引 停琶所（発) （酒） 経由 副引

○

○

○

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

1/8

琴詳細､ --§‘↑ ， ､ .F ･↑ぎき=露§簿誇LK"$胃搾--陰皇' ,-f-rwl4fEゴF･･羅瓢-; : .T;:･ ' fj.今』聖7 ､魂,:心ｵ/Ff義畷~雲啄“ 't~Eg .' .~ - . - 'F･ftaz=Fzrf･: : ． 〃号4茸
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支出証拠書（自動車燃料代）

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 中澤通訓）【 Z二一馬】

区・分 前恒給油頓収耆貼付分)A 今回(画丘の)給油B 1総走行踊誰C=B-A

年月日 年 月 日 年 月 日 ．

走行E鴎佳 km km km

膣費項目別充当調

経費項目

事務費

※単価による充当方式 ：単価（円）×君ﾃMMf(m)

※領収書による充当方式

･積上げ方式 ：領収書金額（円) ･×却闘難0皿）／総走行距離（上記C) (m)
『 Lﾛ｡一一一一口昼 = や 二 口 ■ 一匹 凸 ． ■ 二 . =

走行f鴎f(km) 積算方法※ 充当額（円）

7“ ／8円×ク｡6km/ km /z7｡3

＜支払証”上記のとおり支払った(充当した)ことを証明しま式 議員氏名中澤通計億
ーQ

騒
詣

按分の理由

全て政務活動にかかる
ものである‐

－

ー■『一 吟八缶〆 ､

1県HX君一石貝{aノ

/2,7‘『円

按分率(b)

／

／〃0 ％

政務活動費支出額(a×b)政務活動費支出額(a×b）

/2,7"『 円
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様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー中澤 通訓）

宰埋名 冒号

経費項目 調査研究費･研修費･圃鉱報費･野諏情箒勧費･会議費･資料織費･資料購入費･事務費･藷緬費･灰肩

内 容
●′

職員給与（ -9,月分）

年月 日 令和3蓉月／日~令弼蓉月3/日 金 額 舌凸の？Z円
い

目的 政務活動を補助する職員を雇用

使途

政務活動．

県政との

関連性

=､■〆、し、弓J､戸■ C D Ⅱ

別紙のとおり

で按分

と後援会活動

領収書金額(a)

/86/rr､円
ム 、

按分率(b)

1/2

％

唾4力1口 割冥冬1判鴎、且グ、Uノ

冠．cF己円
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給料支払明細書給料支払明細書

（ 今年さ-、月分）
1

~－－1■「‐ 殿

’ I

’

’

’
’

’
I

’’

I

k季示〃l有ノ

コクヨシン"113N コクョシンー113N

1

/oO時間x〃銘-円="jp""〃銅く 『狩円＝〃‘豚月
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会派補充様式
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会派補充様式
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